
　各地区で五穀豊穣・無病息災願うどんど焼き（写真:内山・上の原集落）

消費者と提携し地域農業を守る

20212021

２２ №№714714

FebruaryFebruary



②

代
表
理
事
組
合
長　

矢
　
﨑
　
和
　
廣

再
び
一
部
都
府
県
で
緊
急
事
態
宣
言

　
　
　
　
　
　
　
地
方
回
帰
で
地
域
に
活
気
を

コ
ロ
ナ
禍
で
何
も
学
ん
で
い
な
い
政
府
対
応

　
昨
年
か
ら
の
経
緯

　

２
０
２
０
年
は
豚
コ
レ
ラ
の
発
生

拡
大
で
年
が
明
け
、
養
豚
農
家
は
感

染
防
止
の
た
め
猪
や
野
鳥
な
ど
の
侵

入
予
防
の
設
備
等
を
設
置
す
る
事
が

求
め
ら
れ
、
感
染
の
不
安
と
と
も
に

経
営
面
で
も
追
加
費
用
の
発
生
で
厳

し
い
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
豚
コ
レ
ラ
が
一
旦
終
息

に
向
か
う
中
で
、
他
国
で
発
生
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
を
は
じ
め
、
1
月
16
日
に
国
内
初

の
感
染
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
13
日
に
は
国
内
初
の
死
者
が

確
認
さ
れ
、
感
染
経
路
も
不
明
の
事

例
が
相
次
ぐ
中
、
2
月
27
日
に
は
安

倍
首
相(

当
時)

が
突
然
全
国
の
学
校

に
臨
時
休
校
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

突
然
の
要
請
に
児
童
・
生
徒
は
も

ち
ろ
ん
、
保
護
者
や
教
員
、
給
食
納

入
に
関
わ
る
企
業
な
ど
多
く
の
関
係

者
が
そ
の
対
応
に
右
往
左
往
し
た
事

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

感
染
拡
大
が
進
む
中
で
、
3
月
24

日
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
1
年
延

期
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
4
月
7
日
に
緊
急
事
態
宣

言
を
発
出
、
当
初
は
7
都
府
県
に
5

月
6
日
ま
で
で
し
た
が
、
10
日
も
た

た
な
い
4
月
16
日
に
は
全
国
に
対
象

を
拡
大
し
、
期
間
も
5
月
31
日
ま
で

に
延
長
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
終
息
に
向
か
う
中
で
5

月
25
日
、
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
２
０
年
は
終
息
す

る
こ
と
な
く
第
２
波
が
訪
れ
、
年
末

に
か
け
て
そ
れ
ま
で
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
規
模
の
第
３
波
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

寂
し
い
お
正
月

　

例
年
な
ら
ば
、
お
正
月
休
み
を
実

家
で
過
ご
そ
う
と
多
く
の
皆
さ
ん
が

年
の
瀬
に
か
け
て
帰
省
す
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
す
る
人

は
極
端
に
少
な
い
年
末
年
始
で
し
た
。

　

凄
ま
じ
い
勢
い
で
拡
大
す
る
第
3

波
の
中
で
、
初
詣
な
ど
の
外
出
も
密

を
避
け
て
今
年
は
行
か
な
い
、
行
っ

て
も
近
く
の
神
社
に
行
く
な
ど
寂
し

い
お
正
月
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

１
年
前
は
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た

状
況
と
な
り
、
私
た
ち
の
生
活
は
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。

再
び
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
な
か
な

か
動
こ
う
と
し
な
い
菅
政
権
に
東
京

都
を
は
じ
め
と
す
る
1
都
３
県
の
知

事
が
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
す
る
よ

う
強
く
要
請
し
、
よ
う
や
く
1
月
7

日
に
緊
急
事
態
宣
言
を
発
令
し
ま
し

た
が
、
そ
の
際
に
は
「
大
阪
府
な
ど

発
令
す
る
状
況
に
は
な
い
」
と
明
言

し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
6
日
後
に
は
方
針
を

転
換
し
、
1
月
13
日
大
阪
・
京
都
な

ど
7
府
県
を
追
加
、
緊
急
事
態
宣
言

を
11
都
府
県
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
結
局
の
と
こ
ろ

昨
年
同
様
緊
急
事
態
宣
言
は
全
国
に

拡
大
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

安
倍
政
権
の
対
応
か
ら
何
も
学
ん

で
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
悪
化
し
た
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
後
手
後
手
の
対

応
に
怒
り
さ
え
覚
え
ま
す
。

　

菅
首
相
は
「
こ
の
1
年
で
多
く
の

事
を
学
ん
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

何
を
学
び
、
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

『
地
方
回
帰
』
の
流
れ
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は

増
加
す
る
ば
か
り
で
、
医
療
機
関
は

じ
め
飲
食
業
な
ど
多
く
の
企
業
や
そ

こ
で
働
く
方
々
の
生
活
は
、
経
済
的

に
も
精
神
的
に
も
厳
し
さ
が
増
し
て

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
を

一
刻
も
早
く
達
成
す
る
た
め
に
早
め

早
め
の
施
策
を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

 

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
向
き
合
っ
た
生
活
変
化
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
の
で
、
出
来
る
限
り
影
響

の
な
い
生
活
へ
見
直
し
も
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
密
度
の
高
い
都
市
部
が
や
は

り
発
症
率
も
高
い
と
い
う
中
、
地
方

で
の
生
活
も
視
野
に
都
市
圏
集
中
に

変
化
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
対

応
ば
か
り
に
振
り
回
さ
れ
る
よ
り
も
、

地
域
の
過
疎
高
齢
化
解
消
の
一
助

や
、
地
方
の
人
手
不
足
解
消
に
も
な

り
、
食
べ
る
こ
と
、
人
と
の
つ
な
が

り
、
そ
し
て
環
境
を
守
る
運
動
な
ど

多
く
の
人
に
地
方
で
の
生
活
を
考
え

て
欲
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
下
郷
農
協
は
、
地

域
に
存
在
し
お
役
に
立
て
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
な
日
々
は
続
き

ま
す
が
、
ど
う
か
お
体
に
は
ご
自
愛

頂
き
、
更
な
る
農
協
の
ご
利
用
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



③

　中津南高等学校耶馬溪校1年生の生徒4名（農業班）がこ
のほど「総合的な探求の時間」の耶馬溪考学で、耶馬溪酪農
組合長と有機野菜生産出荷組合長を訪問しました。
　この取り組みは、生徒が耶馬渓の地域について学び、魅力
を発見し、その地域や社会の課題を発見し解決していこうと
する探求学習で、農業班の他に観光班・商業班・環境班にそ
れぞれ生徒が分かれてフィールドワーク、農業班では酪農業
に携わるきっかけや後継者問題、地域農業の将来展望などに
ついて生産者へ熱心に質問していました。
　同校では探求学習の成果をまとめて発表するという事で、
次世代を担う若者たちの発想と行動力で耶馬溪地域の活性化
に繋げてもらいたいと思います。（f）

地元高校生が地域社会の課題を探求！

後継者問題の質問に答える伊原耶馬溪酪農組合長 地域農業の将来展望について答える
鷹崎野菜生産組合長



④

生産現場で市職員のスマホに向かって
商品をPRする中島部長

　このオンラインツアーは「無料オンライン会議システムZoom」を活用、自宅に居な
がらにしてパソコンやスマホで交流に参加するシステムです。
　参加者は首都圏を中心に全国津々浦々の30代～60代の男女（ほぼ半々）、出演する
産地や生産者の特産品セットを事前購入してもらいます。
　当日は生産者らと参加者が映像を通して直接対話しながら交流、ツアー後も参加
者・生産者が繋がれる仕組み（fecebookグループ）を提供、参加者の満足度は非常に
高くリピーターも多数、コロナ禍での新たな交流の一手法として注目されています。

　

1
月
9
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
人

の
往
来
や
会
食
等
が
制
限
さ
れ
る
中
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
「
地
元
の
人
と
の
交
流
」

「
地
産
地
消
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
『
あ
う
た

び
×
お
お
い
た
ノ
ー
ス
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
』
が
開

催
さ
れ
、
下
郷
農
協
の
中
島
牛
乳
加
工
部
長
が
ラ
イ

ブ
配
信
で
出
演
、
牛
乳
工
場
の
現
場
か
ら
農
協
の
歴

史
や
取
り
組
み
、
こ
だ
わ
り
商
品
を
P
R
し
ま
し
た
。

牛
乳
加
工
部
長
が
ラ
イ
ブ
配
信
で
出
演



⑤

下郷診療所　TEL 56-2361
。
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⑧

生
産
者
と
い
っ
し
ょ
に

　
ふ
れ
あ
い
の
店
で
年
末
大
売
出
し

　12月29～31日、恒例の購買ふれあいの店年末大売出しを開催し
ました。
　今年は新型コロナウイルスに伴う感染症拡大防止対策での売出し
でしたが、来店客にもご理解ご協力いただきながら実施しました。
　また、売出し初日には耶馬溪酪農組合員と一緒に店頭で飲むヨー
グルトのイベント販売、2日目には健康米生産組合員の餅つきが行わ
れ、収束の見えないコロナウイルス感染症拡大の中ですが、新年に
向けて売出しを盛り立てて頂きました。

ふ れ あ い の 店

　このほど、福岡市の高取保育園ひまわり組園児
のみなさんより、感謝のお手紙と手縫いの雑巾を
いただきました。
　自然で安全な食材料を吟味し玄米和食を実践し
ていることで全国的にも有名な同園には、下郷農
協からお野菜や納豆などをお届けしていますが、
毎日丹精込めて農産物を作っている生産者らに園
児からの温かいプレゼントでした。
　これからも、安心・安全な食材をみなさまにお
届けします！ありがとうございました。

生産者へ感謝のお手紙と雑巾

高取保育園児が「感謝」の気持ちを添えて

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
袋
に
詰
め
込
む
来
店
客

威
勢
よ
く
生
産
者
が
餅
つ
き

「園児のみなさん、ありがとうございました」
　　　　　　（野菜生産者の鷹㟢　晴美さん）



⑨

理事会だより
　 12月28日、第9回定例理事会を開催しましたので、議案および協議内容の一部概要をお知らせし
ます。

報告事項　①JA共済コンプライアンス点検結果および改善方針の概要について
　　　　　②一斉集落常会組合員意見の回答について
　　　　　③その他

第一号議案：11月決算承認の件
第二号議案：監事監査指摘事項の回答について
第三号議案：その他

・報告事項の一斉集落常会組合員意見の回答については、10月28・29日一斉に開催された集落
常会の部門別組合員意見の回答について報告されました。

・第1号議案の11月決算承認の件については、事業利益△7,500千円の計画に対し△8,004千円
で504千円の未達成となりました。

  事業利益は計画対比で、収益部門のうち販売2,800千円・牛乳2,216千円・農産623千円・診
療所559千円等が達成、惣菜3,261千円・共済1,022千円・葬儀891千円等が未達成となりま
した。

・第2号議案の監事監査指摘事項の回答については、11月2.4.5日の3日間行われた2020年度上
期決算に係る監事監査の指摘事項に対する回答（案）を理事会付議・承認を受けました。

・その他事項では、例年3月上旬に開催している一斉集落常会について、新型コロナウイルス感染
症拡大に伴う状況も勘案し、別途開催形態を変えた対応も含め検討することとしました。
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農
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協
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組
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大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
１
５
－
４

ＴＥＬ　
０９７９－５６－２２２２　

ＦＡＸ　
０９７９－５６－３１１７　

ｈｔｔｐ：／／ｓｈｏｐ．
ｓｉｍ
ｏｇｏｎｏｋｙｏｕ．

ｏｒ．
ｊｐ／
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

タ
テ
の
カ
ギ

２　

た
き
火
の
―
―
を
念
入
り
に
行
っ
た

６　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
―
―
に
か
け
て
溶
か
し

た

８　

構
え
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
す

９　

ジ
ャ
ム
や
ピ
ク
ル
ス
な
ど
を
詰
め
ま
す

10　

こ
の
―
―
の
輪
、
な
か
な
か
外
れ
な
い
ん

だ

11　

就
職
活
動
の
際
に
書
き
ま
す

15　

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
に
入
れ
ま
す

16　　

浜
辺
に
寄
せ
て
は
返
す
も
の

18　

文
庫
本
に
布
製
の
―
―
を
掛
け
た

20　

夕
方
に
な
る
と
家
々
の
窓
に
と
も
り
ま
す

21　

ア
シ
カ
に
似
た
海
獣

ヨコのカギ
１　最低気温が０度を下回る日のこと
２　どら焼きに挟んである物
３　片仮名語でいうとリベンジ
４　節分にまきます
５　冬、雪国の家の軒にぶら下がる物
７　――の道も一歩から
10　牛肉はビーフ、鶏肉は――
12　お釣りと一緒に受け取ることも
13　多くの人が眠っています
14　チョコレートの原料になる植物
17　アルコールを含む調味料
19　間違った答えに付ける印
20　バレンタインデーに伝える人もいます

パ
ズ
ル
？
　
頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
～
Ｅ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

解
答
は
次
号
で

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数

字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太

線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ

ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い

ず
れ
に
も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず

つ
入
り
ま
す
。

数
独
（
す
う
ど
く
）

応
募
方
法

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

Ｑ

先月号のこたえ

先月号のこたえ

⑩

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
そ

れ
ぞ
れ
一
名
、
下
郷
農
協
の
商
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　
応
募
締
切
は
二
〇
二
一
年
二
月
二
十
日

（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

　
　

（
パ
ズ
ル
？　

頭
の
体
操
の
場
合
）

　
　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え　

数
字
の
合
計

　
　

（
数
独
の
場
合
）

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

以
上
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
―
〇
四
三
一

　

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町　

大
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先月号のこたえ　「カドマツ」
当選者

 福岡市早良区　八尋　亮輔 様

先月号のこたえ　③＋⑨＝12
当選者

 北九州市若松区　三輪　幸子 様

ふれあいの店に応募箱を
設置しています。
たくさんのご応募

お待ちしています!!


